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【目的】学校は児童・生徒にとって１日の大半を過ごす学習の場であると同時に教師に
とっては仕事の場である。福岡市の公立の学校は原則的に空調設備を設置していない

が､夏期や冬期の厳しい環境の下での冷暖房設備のない学校は､学習能率の向上を図る
上で望ましい環境にあるとは言い難い。そこで､教室の物理的環境への意識あるいは評
価の把握を目的とし､福岡市立全小学校の担任教師に対して夏期･冬季における環境工
学的要因に関するアンケート調査を実施した。

【方法】調査内容は熱・空気・光・音等の物理的環境を中心にしたものであるが。夏期
の熱環境に関する解析について報告する。調査対象は､福岡市立小学校144校の全担任
教師とした。調査は1995年９月に実施した。調査票の配布数は2648票、回収数は1569
票で有効回収数は1547票、有効回収率は58％であった。
【結果】夏の授業中の教室では日射の有無にかかわらず教室全体は暑いが、日射を遮る
ことにより窓際の暑さはかなり改善され､さらに通風により暑さは若干和ぐという結果

が得られた。しかし､雨や強風時には窓の開放ができない教室がほとんどであり非常に
不快な熱環境であると推察される。この解決策としては、バルコニーを設けるなどの
パッシブな計画上の改善と､空調を用いるアクティブな手法が考えられる。クーラーの
必要性については、9割近くが必要性を感じており、理由としては集中力の維持の為が

最も多かった。必要ないと答えた回答者の中では大半が健康上しない方が良いと考えて
おり、中には教育上暑い方がよいという回答もみられた。
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おける床下の温熱環境特性
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＜目的＞近年、住宅の断熱気密化が進み、その建築工法は多種多様になってきている。その

なかにコンクリート布基礎に換気孔を設けない基礎断熱工法があり、外気からの温湿度の流

出入を防ぎ、基礎の熱容量を生かした床下空間に一定した温熱環境を創り出そうとするもの

である。これまでの大会において、基礎断熱施工した住宅の温熱環境について報告してきた

が、梅雨期・夏季において外気の影響を強くは受けていないが、やや高湿になっていた。こ

のことが基礎断熱住宅の特徴であるか否かを明確に捉えるため、換気孔のある住宅の床下と

の比較検討を行うことを本研究の目的とした。

＜方法＞　基礎断熱住宅はこれまでと同一の住宅１氏邸とし、ほぼ同時期に建設された換気

孔のある住宅Ｋ氏邸を測定対象とした。分析期間は梅雨期を1995年6月18日～7月22日、夏
季を7月24日～8月31日とし、床下の数箇所の温湿度を測定した。

＜結果＞　1）梅m期・夏季を通して、Ｉ氏邸の各測定点での値の差はほとんどなく、Ｋ氏

邸では温度の差はなかったが、湿度の差は大きかった。2）梅雨期・夏季を通して、１氏邸床

下の日平均は温度･ 絶対湿度・相対湿度とも変動が小さく、Ｋ氏邸は外気と同じような大き

な変動が見られた。3）梅雨期から夏季にかけて両邸の床下は。温度には外気ほどの上昇はな

いが、絶対湿度は外気以上に上昇していた。梅雨期の平均相対湿度はＩ氏邸が76%、Ｋ氏邸

が85%、夏季はＩ氏邸が82%、Ｋ氏邸か84％であった。これらの結果から床下はかなり高湿

になっていたが、基礎断熱施工住宅のほうが若干低い値を示していた。
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